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学部・准教授 

高齢者の健康寿命延伸のため
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学部・講師 

高齢者の健康寿命延伸のため

のシステムネットワーク構築と

検証 

生活習慣・生活の質向上
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小田嶋 政子 
北翔大学・非

常勤講師 
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検証 
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プログラムの開発と実践 

小川 裕美 

北方圏生涯
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高齢者の健康寿命延伸のため
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（共同研究機関等） 
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相内 俊一 

ソーシャルビ

ジネス推進セ

ンター・理事

長 

高齢者の健康寿命延伸のため

のシステムネットワーク構築と

検証 

地域差を考慮した展開方

法の開発 

地域活性化プロジェクトの

評価検証 

本多 理紗 

北方圏生涯

スポーツ研究

センター・研

究員 

高齢者の健康寿命延伸のため

のシステムネットワーク構築と

検証 

生活習慣・生活の質向上

プログラムの実践と地域

差を考慮した展開方法の

開発 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 

 

 

   

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

北翔大学生涯スポー

ツ学部スポーツ教育

学科・准教授 

国立青少年教育振興機構青

少年教育研究センター・研究

員 

青木 康太朗 

アンケート調査の作成・

データ分析、運動プログ

ラムの開発と実践 

大阪体育大学大学院

博士後期課程 

北翔大学生涯スポーツ学部ス

ポーツ教育学科・講師 
徳田 真彦 

アンケート調査の作成・

データ分析、運動プログ

ラムの開発と実践 

北海道大学教育学

院・健康教育論講座

博士後期課程 3年 

北翔大学生涯スポーツ学部ス

ポーツ教育学科・講師 
黒田 裕太 

生活習慣・生活の質向

上プログラムの開発と

実践 

北翔大学大学院生涯

スポーツ学研究科修

士課程 2年 

北翔大学北方圏生涯スポーツ

研究センター・研究員 
小川 裕美 

心身状況や生活習慣、

社会活動性の測定・調

査、運動プログラムの開

発 
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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

少子高齢化社会が進んでいる我が国において、人口構造の変化は、労働力の減少や社会保障負担

の増加をもたらしている。さらに、将来を担う子どもたちの体力・運動能力が長期的に低下傾向に

あり、健やかな成長を妨げるばかりではなく、将来的な疾病罹患率の増加、健康寿命の低下の可能

性など、長寿社会日本に大きな影響を与えることが懸念されている。こうした背景のもと、本研究

プロジェクトは、北海道の将来を担う子どもの体力増進と高齢者の健康寿命を延伸すべく、運動・

スポーツを通して地域に根差した健康づくり支援を実現するため、地域特性を考慮した諸施設活用、

運動プログラム開発、子供から高齢者におよぶ多面的ネットワークの構築を目指し、その健康づく

り支援システム拠点としての北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センターの基盤を確立すると同時

に、そのプロセスの中で有能な人材を育成する事を目的とした。プロジェクトは、以下の 2 研究分

野とし、次に計画を分野毎に記す。 

１. 北海道における子どもの体力・運動能力の向上に関する研究分野 

１）北海道における子どもの体力・運動能力低下の要因分析に関する比較研究 

北海道内外の教諭や保護者を対象にアンケート調査等を実施し、他都府県と比較検討することに

より、北海道内の家庭および学校では運動に対する取り組み意識に関する実態を把握するとともに、

北海道における子どもの体力・運動能力低下の要因について明らかにする。本調査を踏まえ、体力・

運動能力向上のためのプログラム開発を効率的に進め、運動プログラムの導入の効果を検証する。 

（１）北海道内の子どもの運動実践に関する調査 

（２）新体力テスト上位県における子どもの体力・運動能力に関する要因調査 

（３）運動プログラム導入に向けた検討 

２）子どもの体力や運動能力を向上させる運動や外遊びプログラムの開発 

 北海道内の小中学校で、授業時間だけではなく、朝の会や休み時間、放課後等を活用して手軽に

できる運動や外遊びプログラムを開発する。開発したプログラムの運動効果を科学的に検証すると

ともに、北海道内におけるプログラムの普及と継続のためのネットワーク構築を図る。 

（１）自発的な思わず動きたくなるリズム体操の開発と検証 

（２）学校で手軽に楽しく取り組める運動アクティビティ実践における効果の検証 

（３）雪や寒さを楽しみながら意欲的に活動できる外遊びプログラムの開発と検証 

２. 高齢者の健康寿命延伸のためのシステムネットワーク構築と検証に関する研究分野 

１）健康寿命延伸に関連する要因の検討 

 高齢期の重要な健康課題である①死亡、②介護認定、③認知機能低下、④入院・施設入居をエン

ドポイントとした縦断研究を実施する。調査項目は、運動・体力、食事、睡眠、認知機能・メンタ

ルヘルス、社会活動性を含めた健康関連因子、さらに地域文化や交通利便性などの人的・環境的因

子である。次の２）、３）の研究主体ともなる調査を整備し、包括的に健康寿命関連要因を検討する。

継続してきた運動プログラムの効果や生理的な指標による検討も並行して行う。 

（１）層化無作為抽出した 60 歳以上の地域住民に対する心身状況、生活習慣、社会活動性の調査 

（２）健康スポーツプログラム（まる元、スポルクラブ等）の継続と拡充 

（３）健康状態を反映するバイオマーカーの探索 

２）非運動者の健康寿命関連要因と運動阻害要因の検討 

先に示した２-１）の対象集団から「非運動者」を抽出し、心身状況や運動阻害要因を検討する。

活力ある地域社会の実現を目指して、運動・スポーツ活動への参加に関する様々なニーズに応え、
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高齢者の生きがいや仲間づくりに向けた対策の立案を目指す。 

３）地域のネットワーク要素の検討 

 北海道の特色として、地域間の文化の違いや距離的隔たりの大きいことが挙げられる。ネットワ

ークをキーワードとして、ソーシャルネットワークの多様性、公的機関の設置状況、交通の整備や

施設へのアクセスの利便性を検討する。ネットワーク要素を付与した運動プログラムを開発し、そ

の普及を図る。 

（１）個人レベルのネットワークの分析 

（２）地域レベルのネットワークの分析 

（３）人的・環境的ネットワーク特性を踏まえた地域介入プログラムの作成 

（２）研究組織 

本プロジェクトは、北方圏生涯スポーツ研究センター・センター長が研究代表者を務め、各研究

分野の代表からなる運営委員会を組織し、定期的に進捗状況を確認しながら研究活動を遂行してい

る。研究員は、学内研究者２２名、学外研究者２名から構成する。各研究員は、それぞれの専門性

を活かし「子どもの体力向上研究分野」と「高齢者の健康づくり研究分野」の２研究分野に配置さ

れ、機能的連携を図りながら学際的な研究を行う体制である。年に 1 回全体研究報告会として、研

究経過を全研究員で確認し、内容の修正や両分野の連携を図っている。大学院・PD・RA は利用して

いない。大学事務局には教育研究支援課が設置されており、研究費執行手続き・申請業務などを担

い、研究の円滑な遂行を支えている。本プロジェクトの目標である地域特性を考慮した多面的ネッ

トワークの構築と健康づくり支援システム拠点形成を実現するために、北海道内のスポーツ関連団

体や市町村と連携し、他研究機関の研究者の参画も得ながら研究を遂行している。 

（３）研究施設・設備等 

本プロジェクトの研究拠点となる「北方圏生涯スポーツ研究センター（愛称名：スポル）」は平成

17 年 4 月に完成した。地上 6階、総面積 11,603.95 ㎡の建物である。センター内には、各種運動施

設や測定室、会議室、研究員室などがあり、研究活動が展開されている。また本研究施設は多くの

学内・学外研究者、地域住民に積極的に利用されている【別紙１参照】。以下に主な施設と装置・設

備・利用状況（平成 27年 4 月～30 年 3 月）について示す。 

＜主な施設＞(※利用人数と利用時間数は延数とする) 

１）スポルホール（3階、1,220 ㎡、利用人数 69,213 人、利用時間数 8,669.5 時間） 

各種スポーツ活動・研究活動を行うことができる運動フロアである。 

２）トレーニングジム（1階、540 ㎡、利用人数 192,751 人、利用時間数 11,737.5 時間） 

有酸素運動や筋力トレーニング器具があり、健康・体力づくり、競技力向上などに利用される。 

３）ジムナスホール（3階、883 ㎡、利用人数 68,487 人、利用時間数 10,455.6 時間） 

体操競技の公式設備と器具が完備されており、公式大会の開催が可能である。 

４）プール（1階、800 ㎡、利用人数 16,657 人、利用時間数 1,715.2 時間） 

25ｍ×6 コースの大きさがあり、スロープにて車椅子で入水可能なバリアフリープールである。

また、水深 5ｍのダイビングピットもある。 

５）第 1・第 2測定室（1階、2階、合計 382 ㎡、利用人数 6,406 人、利用時間数 5,459.2 時間） 

各種測定・分析機器があり、運動時の生体反応や体力特性などを分析・評価できる。 

＜主な装置・設備＞ 

１）リアルタイム動作分析システム（スポルホール、ジムナスホール、利用時間数 562.7 時間） 

天井にビデオカメラと、壁面にビデオ入力端子があり、運動中の映像を録画することができる。 
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２）フォースプレートシステム（第 1測定室、利用時間数 181.9 時間） 

人体が重力から受ける力を測定でき、スポーツ技術や歩行の力学的分析に利用する。 

３）体脂肪測定装置（第 2測定室、利用時間数 225.3 時間） 

身体各部位の皮下脂肪や内臓脂肪を高感度に検出することが可能である。 

４）呼吸代謝測定装置（第 1測定室、利用時間数 217.7 時間） 

運動中の呼気ガスから酸素摂取量や二酸化炭素排出量などを算出し、被験者の呼吸代謝能力を検

討し、有酸素運動能力の指標を得ることができる。 

５）超音波画像診断装置（第 2 測定室、利用時間数 163.5 時間） 

身体各部位の皮下脂肪や内臓脂肪を高感度で検出でき非侵襲に断層像が得られる。 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

１．北海道における子どもの体力・運動能力の向上に関する研究分野  

１）北海道における子どもの体力・運動能力低下の要因分析に関する比較研究（達成度 95％） 

（１）北海道内の子どもの運動実践に関する調査 

本研究センターの位置する江別市教育委員会の協力を得て、平成 28 年 1 月～2月にかけてアンケ

ート調査を実施した。調査は郵送法により配布数 5,800 通、回収数 1,283 通、回収率 22.1％であっ

た。調査項目は、個人的属性・運動歴・運動意欲・運動有能感・保護者の属性・世帯情報等とした。

スポーツ実施状況は、スポーツ少年団加入者 18.4％、地域のスポーツクラブ加入者 33.6％、両加入

者 5.1％であった。無所属は 38.5％と約 4割に上った。無所属の者では運動に関連し、たまに遊ぶ、

よく遊ぶと答えた者は 4 割を超えていた。全体では、運動に対して「とても楽しい、楽しい」と答

えた者が 9 割と良い印象を抱いていた。屋外屋内のどちらも運動・スポーツを実施していた*6。月

形町でもアンケートを実施したところ（回収数 88 通）、冬季はスキーやソリでの活動が多く見られ

たが、夏季は保護者が酪農や農業で忙しく子どもと運動に関する交流が取りにくくなっている状況

が確認できた。 

 

（２）新体力テスト上位県における子どもの体力・運動能力に関する要因調査 

北海道と同じく積雪寒冷圏でありながらも、秋田県は全国体力運動能力調査において上位県であ

る。これを支える要因を探索するため秋田市において現地調査を行った。栄養に関連し、子どもの

朝食摂取率が高い（小学生 97.3％、中学生 93.6％）、食育推進冊子などを活用し小学生低学年から

食事と生活・運動など関連づけていることが窺えた。スポーツ少年団に関し、団数では北海道は

2,104 と秋田県の 832 を上回ったが、指導者数は北海道 8,984 人、秋田県 7,849 人と秋田県では指

導者数の割合が高かった。また指導者は、外部コーチを充てており学校の教員は指導していない。

施設の充実に関して、両地域で大きな差はなかった。スポーツ政策に関しては、秋田県はスポーツ

科学センターを独自に設置し、県内での競技力・体力向上に積極的に取り組んでいた。総合型地域

スポーツクラブや学校独自の運動プログラムを多く実施していることが良い運動習慣および運動有

能感の獲得に貢献しているものと推察された*7。 

 

（３）運動プログラム導入に向けた検討 

限られた江別市と秋田市との比較では、体力・運動能力の差を生む要因を明確にすることは難し

いが、北海道の子どもの体力が低値である要因には、気象よりも経済状況や施設へのアクセス（距

離）などの環境要因が影響していることが推察された*7。保護者の経済状況は運動有能感と関連す

ることが指摘されているが、本研究において世帯収入は運動有能感の差とは認められなかった*6,7。
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運動プログラム導入には、距離的な課題への対応を考慮するとともに、運動有能感を高める要因や

方法を取り入れた実践が必要と考えられた。 

２）子どもの体力や運動能力を向上させる運動や外遊びにおける課題（達成度 95％） 

（１）思わず動きたくなるリズム体操 

北海道内でこれまで開発・実践されたリズム体操を中心に体力向上のための「音楽に合わせて構

成された運動」について、制作者や監修者からのヒアリング等の調査研究を行った結果を基に*2、

子ども時代から楽しみながら運動する習慣を身につけることができ、広範な北海道においてそれぞ

れの地域や学校の特性に左右されずに現場で手軽に活用できる“音楽に合わせたリズム体操”を開

発した*18。 

本体操の特徴は、新体力テストの課題内容とねらいを踏まえた上で、8 項目の運動課題における

体力・運動能力向上に効果的に働く「リズム体操」の構成運動を発生運動学的立場から検討し、そ

の運動内容を提示したこと*5,18、特に新体力テストの運動内容を「目的を持った運動行為」としての

「運動財」として捉え、各運動が固有にもっている「運動リズム」を身につけるという視点を重視

したことである*5。各運動は体力要素を高めるとともに、「投げる」「走る」「跳ぶ」「打つ」等の一

つひとつの運動財が有する固有リズムを破壊しない運動内容を一貫して構成し、これが従来の「リ

ズム体操」とは大きく異なる独創的な点である。また、各固有のリズムを破壊しないよう注意しつ

つ、各パートの連結部が自然で無理がないよう伴奏曲やテンポに配慮した。これまで行われてきた

多くのリズム体操が体力要素を向上させることに主眼が置かれてきたのに対し、本研究の試みでは

「走る」「投げる」などを運動形態としてとらえ、それぞれが有する固有の運動リズム獲得を主眼に

置き、新たなリズム体操を制作できた*9。 

本体操の普及に向けて、対象となる小学生が心地よくリズムに乗りながら運動が行えるようリズ

ム体操 DVD を制作した【14 その他の研究成果等】。今年度の実施には至っていないが、スポルクラ

ブの体操教室の協力を得て、小学生に対し開発したリズム体操の効果検証を行う計画を進めている。 

 

（２）学校の中で手軽に楽しく取り組める運動アクティビティ 

子ども達が最も多く時間を過ごす学校は、運動に親しみ活動する重要な場である。中でも休み時

間等の活用は、子どもが遊びの中で運動を楽しむ機会となる。本研究では、学校現場での活用普及

を見据えて、ジャンプ遊びの開発とその効果検証をおこなった。ジャンプ遊びは、高さごとに色を

変えた手形のマークを壁に貼り、そのマークに連続 5 回ジャンプしてそれぞれのジャンプでタッチ

することができるリバウンドジャンプ遊びとして考案した。江別市立 A 小学校において、週に 1 回

15 分間、この遊びを提示し子どもたちを観察したところ、リバウンドジャンプ遊びをひたすら続け

る様子が見られ、壁掛け上がりや 1回のみタッチする垂直跳などの運動回数が多かった*4,15。 

ジャンプ遊び運動の小学校低学年の運動能力への影響では、小学校 2 年生 99 名（男子：52 名、

女子：47 名）を対象に、業間中休みの 20 分間を利用して、8月から 11 月の間、週 1回、全 10 回の

運動ジャンプ遊びプログラムを実施し効果を検証した。プログラム内容は、連続横跳び、「パッパッ

パ」、「ジグザグジャンプ」、「跳び越しくぐり」、「ハイタッチ」、「飛び下り」、「ケンパ」の 7 項目で

あった*13,15,16。運動プログラムの介入前後で、男子では立ち幅跳び、女子は垂直跳に有意な向上が

認められた。運動回数が多い群ほど運動能力は高く、運動回数が少なかった群は体力・運動能力が

低い傾向であった。本研究では、運動回数は児童の興味関心により運動種目と回数を自由に選択さ

せたため、興味を持って多く活動した児童でジャンプ能力が向上していた*4,13,15,16。さらに、運動回

数で分類された Good(G)群、Medium(M)群および Poor(P)群でみると、男子では運動回数に関係なく
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立ち幅跳びが向上し、 G群のみソフトボール投げが向上した。女子では、運動回数に関係なく垂直

跳が向上していた。また、ジャンプ遊びの運動種目の実施回数に偏りがあったため、少ない種目に

特化して行った群と多くの種目を網羅的に行った群で比較したところ、特化群は、男子の立ち幅跳

び、ソフトボール投げ、女子の垂直跳、連続リバウンドジャンプに向上がみられたものの、網羅群

は男女とも効果が表れにくいことが明らかとなった*22。 

子ども達のジャンプ遊びへの興味・関心は高く、学校現場で応用できる可能性が示された。ジャ

ンプ遊びの実施方法の違いが、体力・運動能力への効果の差に現れており、心理面への効果検証も

行う必要が考えられた。 

 

（３）雪や寒さを楽しみながら意欲的に活動できる外遊びプログラム 

北海道の積雪寒冷地の気候において、冬季の活動量の確保は重要な課題である。学校の授業や休

み時間、放課後子ども教室、道立青少年教育施設等で活用できるアクティビティを選定して「スノ

ーゲーム（雪や寒さを楽しみながら意欲的に活動できる外遊びプログラム）」として取りまとめ、普

及に努めた*1,11,12。外遊びプログラムとして「雪上タグラグビー」、「雪上しっぽとり」、「雪玉入れ競

争」、「Snow Flag(二人三脚 Ver.)」、「雪上綱引き」、「雪上障害物リレー」、「雪上バレーボール」、「雪

像作り」、「ナイトスノーハイク」、「雪上サッカー」と「雪上大縄とび」を新たに開発した。 

外遊びプログラムの効果検証では、江別市内の小学 4 年生を対象に試行的に実践し、運動量およ

び心理的効果について検証した。実験課題は、「スノータッグ」と「雪上しっぽとり」の 2種目とし、

それぞれ屋内および屋外の 2 条件で、心拍数（bpm）、運動量（消費カロリー）、速度（km/h）、歩数

を計測し条件間を比較検討した。いずれの種目においても、屋内実施時と比較して雪上実施時の心

拍数、運動量は有意に高く、雪上で実施するスノーゲームは屋内で実施する場合と比較して、高い

運動負荷が要求されることを確認した。また、自覚的運動強度（RPE）では、いずれの種目も屋内実

施時と比較して雪上実施時の自覚的運動強度が有意に高かった。以上から、スノーゲームは冬期間

における運動不足対策として身体の生理的効果が期待できるアクティビティであるといえる
*3,8,14,20,21。この要因として、ゲーム特性によって雪上での実施適正の差異はあるものの、雪上では

雪の重みや接地面の不安定性などの影響が、心肺機能への負荷や、高い身体活動量の獲得に繋がっ

たと考えられる。心理的効果では、活動に対して身体的負荷を強く感じつつも、ゲームの楽しさや

意欲を強く感じていたことも明らかになった*3,8,14,17,19,20,21。 

これらのゲームの活動手順や準備物、安全上の留意点等を、具体的にまとめ記した活動マニュア

ルとしてハンドブックを作成し、北海道内の小学校や野外活動施設など 1300 件に配布してその普及

を図った【14 その他の研究成果等】。新たなスノーゲームの開発を引き続き進めており、雪状条件

の違いによる生理・心理面への効果の違いなどについても検討を加え、より効果的で充実したスノ

ーゲームの開発と普及を継続する。 

２．高齢者の健康寿命延伸のためのシステムネットワーク構築と検証に関する研究分野 

１）健康寿命延伸に関連する要因の検討（達成度 100％） 

（１）高齢者の健康寿命延伸のための赤平市調査における検討 

高齢期の重要な健康課題である①死亡、②介護認定、③認知機能低下、④入院・施設入居をエン

ドポイントとした縦断研究を H27 年度より赤平市で開始した*3。調査項目は、運動・体力、食事、

睡眠、認知機能・メンタルヘルス、社会活動性を含めた健康関連因子、さらに地域文化や交通利便

性などの人的・環境的因子である。以下の２）、３）の研究主体となる調査である。無作為抽出され

た 60-79 歳のうち調査への同意が得られた男女 428 名が調査対象者となった。 
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本調査を元に運動継続者では食品摂取に対する意識が高く、特に牛乳などの乳製品や大豆製品の

摂取意識が高い傾向にあることを明らかにした*4,8,16,18。また、認知機能測定を行った約 100 名につ

いて低下傾向（27 点未満）にある人では、知的活動やインターネットなどの活動が少なく歩行能力

が低い可能性を示した*5,17。 

エンドポイントについては、約 1.5 年後の追跡で、死亡 6名、要支援・要介護 8名、入院 10 名を

確認した*6。この中で、健康に問題があると自覚的に捉えているものは、入院で 2 名、要支援で 2

名の合計 4名であった。死亡のグループで不眠を感じていた人が多い傾向であることが確認され*10、

社会活動性でも外出頻度、社会的交流、活動能力が低下していたことが確認された*9。 

 

（２）健康スポーツプログラムにおける検討 

 本センターを拠点とする「スポルクラブ」と北海道の各地域で展開する「地域まるごと元気アッ

ププログラム」の継続的な実施と充実、参加地域の拡大を達成し、対象者の体力維持への効果を確

認した。 

総合型地域スポーツクラブ「スポルクラブ」では、クラブ運営と実施において、クラブ規約の整

理を行い管理部門の充実につなげることができた。週 28 本の子どもの体操と週 26 本の成人向けの

健康・体力づくりの部門が協力しながら運営を続け、地域住民の 940 名が研究事業に参加している。

本分野に関連する成人対象のプログラムでは、参加者 257 名の体力測定を実施し、運動強度別のプ

ログラムが適切であることを確認した。 

NPO 法人ソーシャルビジネス推進センターやコープさっぽろと協働し自治体と連携して高齢者の

介護予防に資する運動教室を展開している「地域まるごと元気アッププログラム（まる元）」では、

2015 年の研究期間開始当初の 6 市町村から、赤平市、寿都町、上士幌町など 21 市町村に増加し、

1,174 名が参加している。2017 年は延べ 2,601 名の定期的な体力測定を行なってきた。本運動教室

は、安心・安全・科学的を特徴に、健康運動指導士による週に 1 回、1 時間の教室を、年間を通じ

て実施してきた。現在、8 年以上継続している地域もある。体力測定は、内 8 市町村において運動

教室参加者以外の地域住民にも参加を呼びかけ、1,001 名について１）の赤平市調査に準ずる調査

も行なった*23,24。継続参加者のうち、3 年間継続者（n=198）で握力 22.5kg から 22.0kg、椅子立座

り 18 回から 24 回、歩行速度 107.7m/分から 113.5m/分の変化、7年間継続者(n=20)は、握力 22.8kg

から 20.8kg、30 秒間椅子立座り 19 回から 26 回、歩行速度 114.7m/分から 104.6m/分の変化であっ

た。健康長寿の有用な指標とされる握力について、非積雪地域である他県の長期縦断研究と比して

も*1低下の少ないことが確認できた。運動教室参加の効果が顕著であったのは、30 秒間椅子の立ち

上がりであった。新規参加者の変遷としては、平均年齢が上がってきていること、低体力者が多く

なっている傾向が認められ、健康や運動への意識の高い人だけでなく、より幅広い高齢者の参加す

る教室となってきている。 

さらに、運動への親しみの少ない方向けのプログラム作成を目指し、「健康スポーツマインド」形

成事業として、過疎市町村における体育館施設の健康づくりへの活用を進め、運動への苦手意識を

持つ方を対象とした運動指導の専門家による自己効力感を高めるプログラムや、多世代交流を目的

とした運動イベントを実施した。誰でも簡単に取り組める身体活動の普及と運動参加者の増加を確

認した*2。 

 

（３）健康状態を反映するバイオマーカーの研究 

諸体力指標と動脈硬化危険因子の関連について、過体重を有する中高年女性を対象とし、血液生
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化学的動脈硬化指標と運動機能指標の関連を調べた。単相関では、高感度 CRP に対し上体起こし、

閉眼片足立ち、座位体前屈が、HDL に対し閉眼片足立ち、長座体前屈が、HOMAIR に対し座位体前屈

のみ（p=0.0033）有意に関連したが、いずれの指標も体格指数に対する独立性を示さないことを明

らかにした*11。血液生化学的動脈硬化指標の有用性と問題点について、喫煙者において運動療法に

よる血液生化学的動脈硬化指標および体力指標への影響を調べ、非喫煙者と比較した。その結果、

喫煙者においても運動療法により体力指標は改善するが、非喫煙者と異なり炎症性動脈硬化指標は

有意に改善しないことが示された*12。健康医科学的介入効果や栄養学的介入効果を有効に評価出来

るバイオマーカーについて、運動療法や食事療法などによる脳機能を含む統合的な健康改善効果を

反映する潜在的な指標として、脳性神経栄養因子の調査を継続している。 

 

２）非運動者の健康寿命関連要因と運動阻害要因の検討（達成度 90％） 

 運動プログラム等への参加は意識の高い一部の高齢者に限られることが指摘されており、非運動

者の健康や生活習慣の把握、また運動阻害要因の検討は地域全体の健康寿命延伸に取り組む中で重

要となる。無作為抽出調査の対象者において、運動実践状況別に既往歴、食習慣、睡眠、社会活動

性等を検討することで、非運動者の特性を捉えることに取り組んだ。Trans theoretical model の

ステージ理論に基づく運動実践状況では、定期的な運動を行っていないながらも「行わなければな

らないと思う」の関心期にある人が約 3 割あり*4、運動の場が身近にあることや指導者に魅力のあ

ることは運動開始の重要な要因であることから、まる元活動の更なる充実と情報提供が必要と考え

られた。非運動者の運動阻害要因の中では、社会的交流との関係が注目された。非運動者は、社会

的交流尺度である日本語版 Lubben Social Network Scale 短縮版（LSNS-6）による孤立との関連を

みとめ、社会的孤立の人では非運動者であるリスクが他の要因を調整しても 2.6 倍高かった。運動

参加の情報提供では、社会的孤立にある人を考慮する必要が示唆された*15。本要因は、次に示す人

的ネットワークに関連するため、対策は３）-（３）で合わせて講じることとした。 

 

３）地域のネットワーク要素の検討（達成度 100％） 

（１）人的ネットワーク：家族形態と生活状況・運動能力・活動能力との関連 

 体力測定会参加者を対象に人的ネットワークの最も基本となる家族形態別で、生活状況や運動能

力の特性を検討した。世帯構成割合では、単独 32.9％、夫婦のみ 47.9％、子らとの同居 19.1％で

あり、単独や夫婦のみ世帯の割合は全国値（それぞれ 25.3％、30.7％：2014 年、内閣府）よりも高

かった。歩行能力や下肢筋力では、夫婦のみ世帯者は独居者や子らとの同居者よりも高い結果であ

った*21。80 歳以上の女性では、子らとの同居者では手段的 ADL が低く、日常的に他者との関わりが

ある一方、支援を受けやすく能力を減じる側面もあることが示唆された*13。独居者では、1 年間で

新たに趣味を始めた人の割合は同居者がいる場合よりも高いという結果も得ており*14、体力測定会

への参加を次の活動に繋げる取り組みがますます重要と考えられた。 

 

（２）環境ネットワーク：地域の施設環境・交通アクセスの特性 

 抽出調査対象者について、郵便番号を用いて施設や交通拠点などの自宅周辺環境を調査した。赤

平市の面積約 130km2に約 50 件の郵便番号があり、1 郵便番号あたり約 2.6 km2、半径約 0.9km に店

や施設、バス停などがいくつあるかを比較した。同様の方法を用いた長野県佐久市の研究では、1

郵便番号あたりの面積は約 6.0 km2、半径約 1.4km であり（日本公衛誌，2016：241-251）、この地

域の施設数に比べ 1 郵便番号辺りの施設数は平均で 1 件を下回るなど極めて低値であった。運動習
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慣との関連では、運動継続者では郵便局・銀行、文化施設、理美容店の多い地域特性であること、

一方、寺社の多い地域では外出頻度の低い人の割合が多い特性があった*7,15,19,20。非積雪地域の佐久

市における検討でも歩行量と郵便局・銀行数との関連はみとめられており、郵便局や銀行などへの

利便性は身体活動量の維持向上に関連する傾向を支持していた。交通アクセスでは、運動実践状況

との関連は認められなかったが、地域全体におけるバス路線（高速を除く）では 4路線で 1 日に 16

便（1 時間に 1-2 便）と少ない地区もあること、徐々に減便されている状況も明らかとなり、移動

手段確保の課題が示された。 

 

（３）地域に根差した運動および人材育成プログラムの開発 

 健康運動指導士（以下、指導士と略す）の育成カリキュラムを整理した。大学在学中に合格した

ばかりの指導士に対しては、社会人基礎力の向上やストレスマネジメント、チームビルディングに

関する研修を組み込んだ。運動指導者として就業したばかりの指導士に対しては、OJT と OFF-JT を

組み合わせた研修により実践力の養成を盛り込んだ。すでに運動指導を十分に経験している指導士

に対しては、新しい指導技術や指導方法の獲得を目指した研修とした。また、本学健康運動指導士

連絡会を組織し、各地域・職域で働く指導士のネットワークと情報交換の体制を整えた。 

北海道の人の交流やアクセス方法の脆弱さに対し、ネットワーク要素を付与した運動プログラム

として、「ゆる元体操」と、その普及のための「ゆる元体操指導者養成カリキュラム」を開発した*22

【14 その他の研究成果等】｡カリキュラムは地域で安全に運動指導のボランティアを行うことがで

きるよう知識や技能に関する獲得目標を設定した。作成されたカリキュラムの依頼者は市町村や社

会福祉協議会などの団体を取りまとめ機関として、2 日間の講座に実技試験を加えたものとした。

初級・中級・上級に区分した指導資格のうち、初級指導者養成講座を赤平市、芦別市、寿都町、函

館市、コープさっぽろ組合員活動部、生協ひろしまにおいて 15 回開催し、301 名が養成された。ゆ

る元初級資格者に実施したアンケート（n=188）では、現在指導している 109 名の講座受講のきっか

けとして「人の役に立ちたい」が 60 名、「自分のため」が 33 名と多く、現在指導していない 79 名

の講座受講のきっかけは「自分のため」が 27 名、「興味や関心があって」が 15 名、「誘われた」が

12 名であった。「ゆる元体操」および「ゆる元体操指導者養成カリキュラム」は、意欲がありなが

ら社会活動の機会のなかった高齢者において一つの機会となったことが確認できた。今後への要望

などの情報も得ており、学生の参加なども促しつつ更なる活動とカリキュラムの充実を図る。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

１．北海道における健康づくり支援に向けた多面的ネットワークの構築 

 両プロジェクトを通じ、本センターがデータの収集と解析の拠点となって研究を進め、成果は作

成されたツールや育成された人材で各地域を結び、北海道全体で活用できる体制整備を進めた。関

係機関は、市町村、地域包括支援センター、学校、企業、NPO、国立センターと多岐にわたり、包括

的な支援体制となっている。研究員は、子どもと高齢者で異なる課題にも向かいながら、地域での

活動が互いの対象にも広がるような関係づくりを進めた。 

 

２. 北海道における子どもの体力・運動能力に向けた運動プログラムの開発 

本研究では「走る」「投げる」などを運動形態として捉え、それぞれが有する固有の運動リズム獲

得を主眼に置き、新たなリズム体操を制作できた。また、運動の楽しさを体感しながら、運動に取

り組む場面と頻度を増やすことが求められる中で、学校で手軽に楽しく取り組むことができ、かつ
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北海道の子どもにおいて低水準となっている体力・運動能力であるジャンプ動作を取り入れた遊び

を開発することができた。さらに、北海道の積雪寒冷気候は運動制限をもたらすネガティブ要因と

いわれてきたが、その気候特性を生かして運動することの楽しさや意欲向上の喚起に結び付けポジ

ティブ要因に転換したスノーゲームを開発することができた。全ての運動プログラムは、調査研究

で示された距離的課題を考慮し、専門の人材がいなくても運動プログラムが導入できるようなツー

ル（DVD、ハンドブック等）を作成し広範な普及が可能な体制を作った。 

 

３．健康寿命延伸に向けた協力市町村との関係の深化と拡大、持続可能な支援体制の構築 

本事業に先行する研究から協力してきた赤平市との連携を深め、運動教室参加者だけでなく地域

全体を対象とする調査体制をつくり、基礎的な調査と実践活動を両立させた支援体制を実現した。

協力市町村は、事業開始前の 2 市町から寿都町や上士幌町を含む 21 市町村へと拡大した。道内 14

振興局のうち、上川や十勝など６つの振興局を網羅することができた。協力市町村だけでなくコー

プさっぽろや NPO 法人ソーシャルビジネス推進センターとの連携により、ビジネスモデルともなり

得る産学官の連携が体制として確立できたことに加え、3 者の連携により持続可能な支援体制を構

築することができた。 

 

４．北海道の各地域で健康支援をおこなう人材と雇用の創出 

 大学と連携した毎年の健康運動指導士資格取得者の輩出、市町村や企業と連携した 300 名を超え

る「ゆる元」指導者の養成を実現し、拡大し点在する支援地域の現地で健康づくりを担う人材を育

成した。本プロジェクトで実施した市町村における「健康づくりプログラム」を契機にして、北海

道の地方市町村の健康づくり体制の持続的推進を狙い、コープさっぽろ、NPO 法人ソーシャルビジ

ネス推進センターによる健康運動指導士雇用体制が整備された。総合職での就職も可能になるなど

健康運動指導士の安定した就業への体制も整いつつあり、昨今道内の人材流出も問題視されるなか、

健康支援を担う人材が道内で活躍する場の創出に繋がった。 

 

＜課題となった点＞ 

子どもの体力・運動能力低下の要因分析に関する調査研究では、調査対象が限定的になってしま

った。今後は、母集団の特性を十分に反映する標本サンプリングとなる大規模調査が必要である。

子どもの体力・運動能力向上を目指した運動プログラムの開発では、効果検証を重ね内容の改善や、

普及に向けた多機関とのネットワーク構築が課題として残された。 

高齢者の健康寿命延伸に向けては、北海道の面積が広大で市町村の距離的隔たりが大きいという

地理的特性に向けた検討が主となった。この特性は、情報の隔絶や地域の孤立を招き健康支援の重

要な課題であるが、北海道に限定的な側面も強く、成果が社会全般に向けて応用可能かは検討が必

要である。しかし、運動プログラムは十分応用可能であり、他県への助言協力等も行っている。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

毎年、年度末に各研究分野から「進捗状況報告書」を提出し、自己点検評価に努めている。研究

費配分に関しては、「進捗状況報告書」を基に、研究内容と支出の適正性、研究成果発表状況などを

考慮し、運営委員会にて予算配分に反映している。本プロジェクトの研究員は、毎年の研究成果発

表を実行し、内容の修正や発展に向けた情報交換を行った。 
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＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

本プロジェクトがほぼ終了する段階で、三名の外部評価委員を委嘱し外部評価を受けた。最終年

度に開催した研究成果報告会において、実施された調査研究の意義や目的のさらなる明確化が求め

られた一方、本センターが学生、スポーツ指導者、施設等を活用し寒冷地の Active life にむけた

課題解決の拠点となることを期待する総括コメントを得た。本研究費による研究は終了するが、各

プロジェクトは継続して研究を進めることとしており、頂いたご意見は更なる研究に活かしていく。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

本研究プロジェクトにおいて、北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センターを中心とした北海道内

の健康づくり支援システムネットワークを構築できた。本事業で新たに開始した基礎的な調査の実

施体制は、運動への意識の高い参加者だけでなく、より多様な子どもや高齢者の健康・体力づくり

の課題に取り組むことを可能とし、長期にわたる縦断的な検討を行っていく計画である。また、今

後は作成した運動プログラムやツール、連携システムをさらに広域な地域への支援並びに実践的研

究に拡充していく。個々人の生涯にわたる健康づくりには様々な要素が関わり、運動単一での課題

解決は困難であるが、運動を中心として多職種との連携やネットワーク形成をはかり、北海道全域

での健康・体力に関する地域力向上を目指す。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

１. 子どもの体力や運動能力を向上させる運動や外遊びで開発したプログラムは、現場指導者によ

る導入の簡便性とキャッチーで親しみやすさを備えていることから、学校現場だけでなく総合型地

域スポーツクラブ等に広く普及することが期待される。 

２. 本プロジェクトで構築した「高齢者の健康づくり支援ネットワーク」は北海道の市町村におけ

る健康づくりのためのモデルケースであり、各市町村へ拡大・活用が可能である。また厚生労働省

が推進する「地域包括ケアシステムの構築」における「地域の自主性や主体性に基づき、地域の特

性に応じた体制」の確立に直接的に寄与することができる。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）   北海道        （２）   運動プログラム        （３）    体力向上      

（４）   健康づくり      （５）   ネットワーク         （６）    地域連携              

（７）   子ども        （８）    高齢者             

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

＜雑誌論文＞ 

１．北海道における子どもの体力・運動能力の向上に関する研究分野 

1)青木康太朗，粥川道子，安原政志，佐藤悦子：雪を使った外遊びプログラム「スノーゲーム」の

開発．北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター年報，第 6号：73-78，2015.*1 

 

2)廣田修平，菊地はるひ：北海道で取り組まれたリズム体操に関する調査報告．北翔大学生涯スポ

ーツ学部研究紀要，第 7号：79-87，2016.*2 

 

3)横山茜理，永谷稔：第 13 回ヨーロッパスポーツ社会学会の参加報告．北翔大学北方圏スポーツ

研究センター年報，第 7号：41-42，2017. 

 

4)青木康太朗，吉田昌弘，徳田真彦，竹田唯史，吉田真：スノーゲームの身体的・心理的効果に関

する研究Ⅰ～大学生を対象とした予備実験に通じた検討～．北翔大学北方圏スポーツ研究セン

ター年報，第 7号：29-35，2017.*3 

 

5)竹田唯史，山本敬三，永谷稔，吉田昌弘，大宮真一：第 21 回ヨーロッパスポーツ科学会議の参

加報告．北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報，第 7号：51-65，2017. 

 

6)大宮真一，長尾明也，中西汐梨，竹田唯史，山本敬三：小学校低学年児童におけるジャンプ遊び

プログラム作成．北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報，第 7号：123-126，2017.*4 

 

7)廣田修平，菊地はるひ：リズム体操開発における構成運動の研究．北翔大学北方圏スポーツ研究

センター年報，第 7号：143-150，2017.*5 

 

8)横山茜理，永谷稔：北海道における子どもの体力向上のための要因と地域性．北翔大学圏生涯ス

ポーツ学部研究紀要，第 9号：61-65，2018.*7 

 

9)徳田真彦，青木康太朗，吉田昌弘，竹田唯史，吉田真：スノーゲームの身体的・心理的効果に関

する研究Ⅱ‐小学生を対象とした調査の結果から‐．北翔大学北方圏スポーツ研究センター年

報，第 8号：1-9，2018.【査読付】*8 

 

10)廣田修平，菊地はるひ，是枝亮，大嶋莉奈：北海道における子どもの体力・運動能力向上のた

めのリズム体操開発の報告．北翔大学北方圏スポーツ研究センター年報，第 8号：115-116，2018. 

*9 
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２. 高齢者の健康寿命延伸のためのシステムネットワーク構築と検証に関する研究分野 

1） Takahashi M, Kinugawa S, Takada S, Hirabayashi K, Yokota T, Matsushima S, Saito A, Okita 

K, Tsutsui H. Low-intensity exercise under ischemic conditions enhances metabolic 

stress in patients with heart failure. Int J Cardiol. 2015 Dec 15;201:142-144. doi: 

10.1016/j.ijcard.2015.08.022. 

 

2） Kinugawa S, Takada S, Matsushima S, Okita K, Tsutsui H. Skeletal Muscle Abnormalities 
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H. Mitochondrial protein acetylation in skeletal muscle was associated with exercise 

intolerance in heart failure after myocardial infarction. American Heart Association 

Scientific Session 2016. 2016. 11.14. (New Orleans, USA) 【ポスター発表・査読有】 

 

47） Matsumoto J, Takada S, Kinugawa S, Mizushima W, Furihata T, Tsuda T, Nakajima T, Katayama 

T, Yokota T, Okita K, Tsutsui H. Brainderived neurotrophic factor improves exercise 

capacity and mitochondrial function in the skeletal muscle in mice with postinfarct heart 

failure. European Society of Cardiology 2016, August 27-31. Roma Italy. 【ポスター発

表・査読有】 

 

48） Kengo Tao, Koichi Okita, Shingo Takada, Aya Kumagai, Noriteru Morita. Effects of 6-month 

aerobic training in smokers with multiple cardiovascular risk factors. ACSM's 63rd 

Annual Meeting, 7th World Congress on Exercise is Medicine, World Congress on the Basic 

Science of Energy Balance. 31 May – 04 Jun, 2016, Boston, Massachusetts. 【ポスター

発表・査読有】*12 

 

49） 木下教子、熊谷礼、沖田孝一：ケトン食療法の有効性と体力面への問題点の検討. 第35回日本

食事療法学会. 愛知県産業労働センター, 2016年3月5日 

 

50） 上田知行：過疎市町村の運動による健康づくり活動促進プログラムの構築，第67回日本体育

学会，大阪体育大学，2016.8 

 

51） 上田知行，相内俊一：認知症（一次）予防の「政策課題化」‐「認知症になりにくいまちづ

くり宣言」への市町村の反応から‐，第6回日本認知症予防学会，東北大学，2016.9 

 

52） 小坂井留美，上田知行，井出幸二郎，小田史郎，本多理紗，相内俊一: 北海道在宅高年齢者に

おける家族形態と活動能力との関連， 第17回日本健康支援学会(名古屋)， 2016.2.27  *13 

 

53） Kozakai, R，Ueda, T., Ide, K., Oda, S., Honda, R. and Aiuchi, T.: Living arrangement 

and change in participation in hobby activities among community-living older people in 

northern Japan, The 23rd Nordic Congress of Gerontology (Tampere), 2016.6.21  *14 
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54） 小坂井留美，上田知行，佐々木浩子，井出幸二郎，花井篤子，小田史郎，本間美幸，小田嶋政

子，本多理紗，相内俊一，沖田孝一: 北海道在宅高年齢者における非運動実践と社会的孤立と

の関連， 第71回日本体力医学会(盛岡)， 2016.9.25  *15 

 

55） 佐々木浩子，上田知行，小坂井留美，井出幸二郎，小田史郎，花井篤子，本間美幸，小田嶋政

子，相内俊一，本多理紗，沖田孝一: 高年齢者における運動実施状況の違いによる健康状態，

睡眠と食品摂取状況， 第71回日本体力医学会(盛岡)， 2016.9.25 *16 

 

56） Masaya Tsuda, Arata Fukushima, Junichi Matsumoto, Shingo Takada, Takashi Yokota, Takaaki 

Furihata, Takashi Katayama, Takayuki Nakajima, Hideo Nambu, Satoshi Maekawa, Ryosuke 

Shirakawa, Naoya Kakutani, Yoshikuni Obata, Katsuma Yamanashi, Koichi Okita, Shintaro 

Kinugawa.Acetylation of Mitochondrial Proteins Alters Fatty Acid β-Oxidation in 

Skeletal Muscle and Limits Exercise Capacity in Post-Infarct Heart Failure in 

Mice. American Heart Association Scientific Session 2017. 2017. 11.14. (Nov. 11–15, 

Anaheim, California, USA) 【ポスター発表・査読有】 

 

57） Naoya Kakutani, Arata Fukushima, Takashi Yokota, Takashi Katayama, Ryosuke Shirakawa, 

Satoshi Maekawa, Hideo Nambu, Takahiro Abe, Takaaki Furihata, Junichi Matsumoto, Masaya 

Tsuda, Takayuki Nakajima, Katsuma Yamanashi, Yoshikuni Obata, Shingo Takada, Akimichi 

Saito, Koichi Okita. High Respiratory Exchange Ratio at Submaximal Exercise Level 

Predicts Adverse Clinical Outcomes in Patients With Heart Failure. American Heart 

Association Scientific Session 2017. 2017. 11.12. (Nov. 11–15, Anaheim, California, USA) 

【ポスター発表・査読有】 

 

58） 幡谷若奈、熊谷 礼、高田真吾、森田憲輝、沖田孝一：骨格筋の虚血プレコンディショニング

は運動能力を向上させるのか？第 72回日本体力医学会大会 2017 年 9月 16−18 日，松山大学，

愛媛県松山市. 

 

59） 角谷尚哉、福島 新、横田 卓、高田真吾、沖田孝一、絹川真太郎：嫌気性代謝閾値における

ガス交換比の上昇は心不全患者の独立した予後規定因子である. 第 72 回日本体力医学会大会 

2017 年 9 月 16−18 日，松山大学，愛媛県松山市. 

 

60） 津田正哉、福島 新、角谷尚哉、横田 卓、沖田孝一、絹川真太郎：心不全の骨格筋異常にお

けるミトコンドリアアセチル化の役割. 第 72 回日本体力医学会大会 2017 年 9 月 16−18 日，

松山大学，愛媛県松山市. 

 

61） 吉田昌弘、中島千佳、角谷尚哉、吉田 真、沖田孝一：間欠的スプリント運動を課題としたフ

ィールドテストの考案. 第 72 回日本体力医学会大会 2017 年 9 月 16−18 日，松山大学，愛媛

県松山市. 

 



（様式 2） 

 

法人番号 011014 

プロジェクト番号 S1513001L 

 

29 

 

62） 熊谷 礼、沖田孝一、幡谷若奈、高田真吾、森田憲輝. 食事性硝酸塩投与による大腿筋群パフ

ォーマンス向上効果の検討. 第 36 回日本臨床運動療法学会学術集会. メルパルク大阪 2017

年 9 月 2, 3 日 

 

63） 沖田孝一：虚血プレコンディショニングは骨格筋機能を改善するか？ シンポジウム 3 サルコ

ペニア/フレイルを予防する. 第 23 回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 2017 年 7月

15, 16 日. 長良川国際会議場・岐阜都ホテル, 岐阜県岐阜市. 

 

64） 沖田孝一 、高田真吾、横田 卓、絹川真太郎：骨格筋機能改善薬 シンポジウム 14 心リハ

をあきらめない. 第23回日本心臓リハビリテーション学会学術集会 2017年7月15, 16日. 長

良川国際会議場・岐阜都ホテル, 岐阜県岐阜市. 

 

65） 上田知行，小田史郎，相内俊一：高齢者の認知機能の維持・改善に効果的な認知症予防活動

に関する研究デザインの構築，第 7回日本認知症予防学会，岡山コンベンションセンター，

2017.9 

 

66） Kozakai, R.，Ueda, T., Sasaki, H., Ide, K., Hanai, A., Oda, S., Homma, M., Kuroda, Y., 

Honda, R., Ogawa, H., Odajima, M., Aiuchi, T., Okita, K: Relationship of cognitive 

decline with social activity, regular exercise and physical performance among 

community-dwelling older people in northern Japan， The 22nd Annual Congress of the 

European College of Sports Science(Essen – Germany)， 2017.7.8  *17 

 

67） Sasaki, H., Kozakai, R., Ueda, T., Ide, K., Hanai, A., Oda, S., Homma, M., Kuroda, Y., 

Honda, R., Ogawa, H., Odajima, M., Aiuchi, T., Okita, K: Health condition, lifestyle 

and cognitive function classified by exercise behavior among community-dwelling older 

people in northern Japan， The 22nd Annual Congress of the European College of Sports 

Science(Essen – Germany)， 2017.7.8 *18 

 

68） 小坂井留美，小川裕美，上田知行，佐々木浩子，井出幸二郎，花井篤子，黒田裕太，小田史郎，

本間美幸，本多理紗，小田嶋政子，相内俊一，沖田孝一: 北海道在宅高年齢者における自宅近

隣施設環境と社会活動性との関連， 第 72 回日本体力医学会大会(松山)， 2017.9.17  *19 

 

69） 小川裕美，小坂井留美、上田知行、佐々木浩子、井出幸二郎、花井篤子、小田史郎、黒田裕太、

本間美幸、本多理沙、小田嶋政子、相内俊一、沖田孝一: 北海道在宅高年齢者における自宅近

隣施設環境と運動習慣との関連， 第 72 回日本体力医学会大会(松山)， 2017.9.17  *20 

 

＜講演＞ 

１．北海道における子どもの体力・運動能力の向上に関する研究分野 

１）大宮真一：平成 28 年度体力向上パートナーシップ形成事業「体力向上プログラム研修会」実

技②「運動に対する興味・関心を高める運動プログラムについて」実技講師，北海道教育委員

会主催，北翔大学 2017.2.8，八雲町立総合体育館 2017.2.10，旭川市総合体育館 2017.2.14  
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２．高齢者の健康寿命延伸のためのシステムネットワーク構築と検証に関する研究分野 

１）上田知行：池田町ふれあいたすけあいのつどい「生涯元気で過ごすカラダの動かし方～『ま

る元』プログラムの可能性」，池田町・池田町社会福祉協議会，池田町・池田町田園ホール，

2015.3.15 

 

２）上田知行：寿都町総合体育館活用イベント「あそび場」，寿都町教育委員会，寿都町，

2015.5-2016.3 

 

３）上田知行：寿都町総合体育館活用プログラム「さわやか元気塾～＜歩くを極める＞＜男の筋

トレ＞＜ぱわふる運動教室＞」，寿都町教育委員会，寿都町，2015.5-2016.3 

 

４）上田知行：寿都町健康づくり支援プログラム「水中運動教室」「健康体力相談会」「健康講演

会」，寿都町教育委員会，寿都町，2015.5-2016.3 

 

５）上田知行：厚別区健康づくり研修会「健康づくりはまちづくり」，札幌市厚別区保健福祉部，

札幌市，2015.6.24 

 

６）上田知行：赤平市水中運動教室，赤平市介護健康推進課，赤平市，2015.7-8 

 

７）上田知行：足寄町介護支援ボランティア養成講座，足寄町社会福祉協議会，足寄町，2015.8 

 

８）上田知行：網走市健康プール活用健康づくり事業「水中運動指導者講習会」，網走市市民部健

康管理課，網走市，2015.8.22-23 

 

９）上田知行：第 4 回 2015 ヘルスイノベーションカレッジ講演会，ノーステック財団，札幌市，

2015.9.13 

 

10）上田知行：長沼町豊生大学「健康講座」，長沼町教育委員会，長沼町，2015.12.15 

 

11）上田知行：寿都町総合体育館活用イベント「あそび場」，寿都町教育委員会，寿都町，

2016.5-2017.2 

 

12）上田知行：寿都町総合体育館活用プログラム「さわやか元気塾～＜歩くを極める＞＜男の筋

トレ＞＜ぱわふる運動教室＞」，寿都町教育委員会，寿都町，2016.5-2017.3 

 

13）上田知行：寿都町健康づくり支援プログラム「水中運動教室」，寿都町教育委員会，寿都町，

2016.3-12 

 

14）上田知行：赤平市健康講演会，赤平市介護健康推進課，赤平市，2016.3.4 

 



（様式 2） 

 

法人番号 011014 

プロジェクト番号 S1513001L 

 

31 

 

15）上田知行：積丹町特定保健指導初回面接，積丹町国民保険課，積丹町・積丹町総合文化セン

ター他，2017.3.14 

 

16）上田知行：北海道介護予防推進フォーラム，北海道保健福祉部，札幌市かでる 27，2016.3.16 

 

17）上田知行：南後志ブロック高齢者交流会「豊かな日常生活を送るための健康づくり」，寿都

町教育委員会，寿都町，2016.6.14 

 

18）上田知行：網走市健康プール活用健康づくり事業「水中運動指導者講習会」，網走市市民部

健康管理課，網走市，2016.7.30-31 

 

19）上田知行：函館市介護予防市民セミナー「６５歳からの健康づくり今日から取り組む介護予

防」，函館市保健福祉部，函館市函館国際ホテル，2016.8.28 

 

20）上田知行：鹿部町福祉ふれあい祭り「生涯元気ですごすためのからだの動かし方」，鹿部町

社会福祉協議会，鹿部町中央公民館，2016.10.1 

 

21）上田知行：保健指導者研修会，全国健康保険協会北海道支部，札幌市エルプラザ，2016.12.16 

 

22）上田知行：後志ブロック商工会女性部員研修会，北海道後志管内商工会連合会，寿都町，

2016.6.19 

 

23）上田知行：寿都町総合体育館活用イベント「さわやか元気広場」，寿都町教育委員会，寿都

町，2017.6-2018.2 

 

24）上田知行：寿都町総合体育館活用プログラム「さわやか元気塾～＜春の陣＞，＜夏の陣＞，

＜秋の陣＞，＜冬の陣＞」，寿都町教育委員会，寿都町，2017.5-2018.3 

 

25）上田知行：寿都町健康づくり支援プログラム「マシントレーニング講座」，寿都町教育委員

会，寿都町，2017.7-2018.3 

 

26）上田知行：「ゆる元初級指導者養成講座」，コープさっぽろ・生協ひろしま・赤平市社会福

祉協議会・芦別市地域包括支援センター・函館市保健福祉部・寿都町教育委員会，

2017.5-2018.2 

 

27）上田知行：糖尿病等生活習病予防のための人材育成事業研修会，北海道健康づくり財団，

2017.6.30 

 

28）上田知行：北海道町内会連合会平成 29 年度ブロック別町内会活動研究大会道東ブロック大会

講演「健康で安心して暮らせる地域づくり」，北海道町内会連合会，2017.9.26 
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29）上田知行：北海道町内会連合会平成 29 年度ブロック別町内会活動研究大会道南ブロック大会

講演「健康で安心して暮らせる地域づくり」，北海道町内会連合会，2017.10.18 

 

30）上田知行：枝幸町市民講座，枝幸町総合型地域スポーツクラブ，2017.11-2018.3 

 

31）上田知行：枝幸町総合型地域スポーツクラブ職員研修，2017.11-2018.3 

 

32）上田知行：赤平市健康講演会，赤平市介護健康推進課，赤平市，2017.12.1 

 

33）上田知行：「ゆる元体操」初級指導者養成講座，赤平市・札幌市・芦別市・北翔大学・函館

市・北見市・室蘭市・広島市，2016.7‐2017.12 

 

34）小田史郎：赤平市ゴルポッカ体験会，赤平市，2018.2.17 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

1）研究施設： 

http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/campusguide/srcenter/ 

 

2）スポルクラブ紹介： 

http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/campusguide/srcenter/sporclub/ 

 

3）スポルニュース（研究成果発表含） 

  http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/campusguide/srcenter/news/ 

 

4）研究成果報告会 

平成２７年度～平成２９年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「北海道の子どもと高齢者

のための健康づくり支援に関する研究」 2018.2.16 北翔大学北方圏生涯スポーツ研究セン

ター 

 

１４ その他の研究成果等 

＜調査報告書＞ 

1)横山茜理，永谷稔：江別市における，児童・保護者の体力・運動能力の向上に関する意識調査．

北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター，2018.1 *6 

 

＜ハンドブック・テキスト＞ 

1) 青木康太朗，徳田真彦，吉田昌弘，吉田真，竹田唯史：冬でも元気いっぱい外遊び！楽しく遊

んで体力向上！雪を楽しむ外遊びプログラム「スノーゲーム」～楽しく安全に遊ぶための指導

ハンドブック～，北翔大学北方圏生涯スポーツ研究センター，2018.1. 

2) 上田知行：ゆるゆる元気にゆる元体操指導者養成テキスト，特定非営利法人（NPO）ソーシャル

ビジネス推進センター，2016.1 

http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/campusguide/srcenter/
http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/campusguide/srcenter/sporclub/
http://www.hokusho-u.ac.jp/studentlife/campusguide/srcenter/news/
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＜DVD＞ 

1) 廣田修平・菊地はるひ．北翔大学リズム体操「North Jump」 ,株式会社イザ制作，2018.1 

 

＜機関誌＞ 

1)上田知行：生活協同組合研究 特集「生活をめぐるリスクと共済事業の役割」ソーシャルビジ

ネスによる高齢者の健康増進プログラム「まる元」，公益財団法人生協総合研究所，2017.9 

 

 

１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 
寒冷地のみならず現代社会全般に当てはまる現象なのかどうかを分析し、また世界の寒冷地におけ

る研究も比較の視座に置くことが望ましい。 

 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

本研究では、他県（秋田、長野、愛知、広島）での調査やデータの比較などを実施したが、直接

寒冷地以外の地域との差異を検討できたのは、ほんの一部に留まった。現代社会全般との適合では、

寒冷地に加え地理的な条件の特殊性も考慮が必要であり、今後さらに研究整備を進める。 

世界の寒冷地における研究との比較では、北欧の関連学会（Nordic Congress of Gerontology）

で研究成果を発表し議論を行った。フィンランド、デンマーク、ノルウェー、スウェーデン、アイ

スランドにおける高齢者研究の情報収集も行った。 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 
該当なし 

 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 
該当なし 

 

 

 

 

 

 



（様式2）

１６ 施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

11014

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

021,047 16,958

0

0

0

0

19,107 13,078

1,940 3,880

0

0

0

12,055

0

0

0

0

0

0

0 00 0

0 0

0 0

0 0 0 0

0 00 0

0 0 0 0

0 0

8,233 3,822

6,709 5,328

3,9284,165

0

1,940 3,880

12,037

0

0

0

5,820

8,093

0

研究費

平
成
 

年
度

設 備

装 置

設 備

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

総 計

総

額 設 備

研究費

装 置 0

5,820

32,185

38,005

装 置

装 置

施 設

施 設

平
成
2
9
年
度

施 設

設 備

施 設

研究費

平
成
 

年
度

法人番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1513001L

設 備

平
成
2
8
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

平
成
2
7
年
度

施 設
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（様式2）

11014法人番号

１７ 施設・装置・設備の整備状況
（千円）

　

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

補助主体

私学助成

補助主体

3,880ＥＭＲ－９ 1 183モバイル型アイマークレコーダ- 27 5,820

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度 事業経費施　設　の　名　称 研究室等数 使用者数

（情報処理関係設備）

補助金額

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

型　　番 事業経費台　　数

（研究設備）

整備年度
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（様式2）

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 北海道における子どもの体力・運動能力の向上に関する研究

3,482
計 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

139139

0

0 実験用機器

図　　　　書 139 図書資料 139 参考資料

計

計 251 251

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 備品

（兼務職員） 251 251

教育研究経費支出 0 0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 データ集計・分析等アルバイト

（　　　　　　　） 0

計 3,092 3,092

旅費交通費 1,222 旅費 1,222 国内外旅費、調査研究発表旅費

報酬・委託料 91 業務委託費 91 研究補助、講師謝礼等

通信運搬費 115 運搬費 115 アンケート郵送料

印刷製本費 194 印刷費 194 年報印刷料

1,470 実験用消耗品、ソフトウェア等

光　熱　水　費 0 0

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

法人番号 11014
プロジェクト番号 S1513001L

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,470 用品

3,482
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（様式2）

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 北海道における子どもの体力・運動能力の向上に関する研究

5,783

プロジェクト番号

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費

法人番号 11014
S1513001L

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

1,861 用品 1,861 実験用消耗品、ソフトウェア等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 3 運搬費 3 アンケート郵送料

印刷製本費 503 印刷費 503 年報印刷料

旅費交通費 1,871 旅費 1,871 国内外旅費、調査研究発表旅費

報酬・委託料 1,084 業務委託費 1,084 研究補助、講師謝礼等

（　　　　　　　） 0

計 5,322 5,322

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 データ集計・分析等アルバイト
（兼務職員） 435 435

教育研究経費支出 0 0

計 435 435

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 備品 0 実験用機器

図　　　　書 26 図書資料 26 参考資料

計 26 26

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0
5,783
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（様式2）

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 北海道における子どもの体力・運動能力の向上に関する研究

4,915

法人番号 11014
プロジェクト番号 S1513001L

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,229 用品 1,229 実験用消耗品、ソフトウェア等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 14 運搬費 14 アンケート郵送料

印刷製本費 1,869 印刷費 1,869 年報印刷料

旅費交通費 876 旅費 876 国内外旅費、調査研究発表旅費

報酬・委託料 425 業務委託費 425 研究補助、講師謝礼等

（　　　　　　　） 0

計 4,413 4,413

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 データ集計・分析等アルバイト
（兼務職員） 484 484

教育研究経費支出 0 0

計 484 484

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 備品 0 実験用機器
参考資料

計 18 18

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

4,915
計 0 0

図　　　　書 18 図書資料 18
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（様式2）

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 高齢者の健康寿命延伸のためのシステムネットワーク構築と検証

法人番号 11014
プロジェクト番号 S1513001L

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,913 用品 1,913 実験用消耗品、ソフトウェア等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 532 運搬費 532 アンケート郵送料

印刷製本費 58 印刷費 58 年報印刷料

旅費交通費 1,337 旅費 1,337 国内外旅費、調査研究発表旅費

報酬・委託料 218 業務委託費 218 研究補助、講師謝礼等

（　　　　　　　） 0

計 4,058 4,058

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 データ集計・分析等アルバイト
（兼務職員） 436 436

教育研究経費支出 0 0

計 436 436

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 114 備品 114 実験用機器

図　　　　書 0 図書資料 0 参考資料

計 114 114

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0
4,608 4,608
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（様式2）

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 高齢者の健康寿命延伸のためのシステムネットワーク構築と検証

法人番号 11014
プロジェクト番号 S1513001L

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 2,283 用品 2,283 実験用消耗品、ソフトウェア等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 147 運搬費 147 アンケート郵送料

印刷製本費 481 印刷費 481 年報印刷料

旅費交通費 1,962 旅費 1,962 国内外旅費、調査研究発表旅費

報酬・委託料 325 業務委託費 325 研究補助、講師謝礼等

（　　　　　　　） 0

計 5,198 5,198

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 データ集計・分析等アルバイト
（兼務職員） 445 445

教育研究経費支出 0 0

計 445 445

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 609 備品 609 実験用機器

図　　　　書 0 図書資料 0 参考資料

計 609 609

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0
6,252 6,252
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（様式2）

１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度 高齢者の健康寿命延伸のためのシステムネットワーク構築と検証

法人番号 11014
プロジェクト番号 S1513001L

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 1,987 用品 1,987 実験用消耗品、ソフトウェア等

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 240 運搬費 240 アンケート郵送料

印刷製本費 378 印刷費 378 年報印刷料

旅費交通費 2,574 旅費 2,574 国内外旅費、調査研究発表旅費

報酬・委託料 172 業務委託費 172 研究補助、講師謝礼等

（　　　　　　　） 0

計 5,351 5,351

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 データ集計・分析等アルバイト
（兼務職員） 1,786 1,786

教育研究経費支出 0 0

計 1,786 1,786

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 備品 0 実験用機器

図　　　　書 0 図書資料 0 参考資料

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

7,137
計 0 0

7,137
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